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南極内陸の積雪は過去 5000 年間で長期的に減少し、 
産業革命期から顕著に増加 

〜南極ドームふじ地域の氷床コアから解明〜 
 
国立極地研究所の大藪幾美特任研究員を中心とする研究グループは、南極内陸のドームふじ基

地とその周辺で掘削された多数の氷床コア（図 1）を解析することで、過去 5000 年間の積雪の変動

を高精度で推定しました。 
南極内陸は面積が非常に大きいため、積

雪のわずかな増減でさえも氷床の質量変化

へ大きく影響しますが、毎年の降雪が極めて

少ないため、その変動を測定することは困難

でした。本研究の結果、この地域の積雪は

約5000年前から産業革命の起こった約150
年前まで長期的に減少し、その後顕著に増

加したことが明らかになりました。 

長期的な減少は長期の寒冷化と海氷拡

大が、その後の増加は温室効果ガス濃度の

上昇と成層圏のオゾン層破壊がもたらしたと

考えられます。本成果は、南極氷床の質量と

気候変動との関係の解明に重要であるほ

か、気候・氷床シミュレーションの検証にも

活かされ、将来予測の研究に貢献すると期

待されます。 
 

＜研究の背景＞ 
南極氷床はこの 20 年間で縮小傾向にあり、将来にわたる海水準の上昇への影響が懸念されて

図 1：第 59 次南極地域観測隊による NDF 地点（図 2(B)を参

照）での NDF2018 コアの掘削の様子（上）と火山灰層が入っ

た NDF2018 氷床コア（下）の写真。火山灰層の年代は紀元

前 1613 年と推定される。 
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います。氷床質量の変化は、降雪による増加と縁辺部での氷山分離や融解による損失とのバランス

で決まるため、南極全体で一様ではありません。西南極や南極半島では縮小が顕著ですが、昭和

基地やドームふじが位置する東南極のドロンイング・モードランド地域（図 2）では氷床が大きくなって

おり、その原因は降雪の増加であると考えられています。日本が南極での観測を始めてから約 70 年

ですが、氷床は数百～数千年の時間スケールでも変化するため、変動のメカニズムを理解するため

には、数千年以上にわたる南極氷床の振る舞いやその要因を明らかにする必要があります。 
本研究では、氷床を鉛直方向に掘削して得られる氷床コア（図 1）から、過去の積雪を復元するこ

ととました。今回対象としたドームふじ地域を含む南極内陸の高原地域は、南極全体の面積の半分

以上を占めるため、降雪のわずかな変化が氷床全体の質量変化に大きく影響します。そのため、こ

の地域の積雪を高精度で復元することが重要です。ところが、数千年以上を対象とした従来の研究

は南極沿岸に限られ、内陸での長期的な変動はほとんど分かっていませんでした。その大きな理由

は、内陸の降雪は非常に少ないため（注 1）少数の地点のデータでは地域全体の傾向が得られない

ことや、コアの深度と年代の関係が詳細に分からなかったことです。  

図 2：（A）南極氷床の全体図。（B、C）本研究で対象としたドームふじ地域の拡大図。 
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＜研究の内容＞ 
本研究ではそれらの課題を解決するため、1993 年から 2019 年にかけて南極地域観測隊が取得

したドームふじ基地（標高 3810m）とその周辺の 15 本の氷床コアと 7 地点の積雪試料を用い（図

2）、高精度な分析と詳細な年代決定を行うことで、過去 5000 年間の積雪の変動を復元することに

成功しました（図 3）。 

その結果、ドームふじ地域では 5000 年前か

ら産業革命期（西暦 1850 年頃）まで長期傾向

としては積雪が減少したことが分かりました（図

4）。その原因は、南半球の長期的な寒冷化と

海氷拡大によって、降雪をもたらす大気中の

水蒸気が減少したことであると考えられます。

一方、産業革命期以降に積雪が急激に増加し

たことも明らかとなりました（図 4）。この傾向は、

西南極や南極半島でも報告されており、人間

活動による温室効果ガスの増加と成層圏オゾ

ンの減少が主な原因と考えられます。温室効

果ガスの増加は、南大洋や南極上空の大気を

温めて水蒸気量を増やす働きがあり、成層圏

オゾンの減少は、極向きの風を強めて南極へ

の水蒸気の輸送を増やすと考えられます。ま

た、長期的な減少傾向に重なって数百年スケ

ールの増減が見られました。これは、大規模な

火山噴火や太陽活動の強弱との関連が考えら

れます。 
 

 

図 4：過去 5000 年のドームふじ地域の平均涵養量 

図 3：本研究で復元した各掘削地点の涵養量（注 2） 
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＜今後の展望＞ 

今後、今回確立した手法を用いて、より過去（数万年前）にさかのぼって積雪を復元したり、ドーム

ふじから離れた地域へ拡張したりすることで、気候や氷床の大きな変化と積雪との関係性を調査でき

ると考えられます。本研究の成果を含む南極氷床のデータの蓄積は、気候・氷床シミュレーションの

検証にも活かされ、将来予測の研究にも貢献すると期待されます。 
 
＜注＞ 
注 1 ： ドームふじの降水量は、サハラ砂漠の平均（76mm）の半分以下しかない。その理由は、海

から遠く離れているうえ、低温により飽和水蒸気量が小さいため、大気中の水蒸気量が極端

に少ないことある。 
注 2  涵養量： 単位面積当たりの年間の正味の積雪深（降雪と昇華、風による移動の結果）を水の

深さに換算した量。 
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